
　（別紙４（２）） 事業所名  グループホーム　たのしい家山科小野

目標達成計画 作成日：　平成　　24年　　6月　　20日

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

1 1

理念の共有と実践について、事業所での理念
がまだ掲げられておらず、目指す方向性が確
立出来ていない。

理念の作成を職員全員で取り組み、事業所
が目指す方向を一つにし、実践に繋げる。

毎日の申し送り後のミィーティング、また毎月の
ミィーティング内に於いて意見を聞き、取りまと
め理念の作成に取り組む。 3ヶ月

2 2

地域のイベント等には少しずつ参加させて頂い
ているが、地域の一員として日常的に交流でき
る関係作りが必要。

地域の一員として、馴染みの関係性を作り
上げていく。

引き続き運営推進会議等にて地域の方からあ
らゆる情報を得、更に参加できるようイベント時
の職員の人員調整を早めに行い、より一層交
流を深めて行く。

6ヶ月

3 ヶ月

4 ヶ月

5 ヶ月

注）項目の欄については、自己評価項目の№を記入して下さい。項目数が足りない場合は、行を挿入してください。

【目標達成計画】　

目標達成計画は、自己評価及び外部評価結果をもとに職員一同で次のステップへ向けて取り組む目標について話し合います。
目標が一つも無かったり、逆に目標をたくさん掲げすぎて課題が焦点化できなくならないよう、事業所の現在のレベルに合わせた目標水準を考えながら、優先して取り組む
具体的な計画を記入します。


